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【人口】 37,756 人 （ー 39）
【 男 】 18,714 人 （ー 16）
【 女 】 19,042 人 （ー 23）
【世帯】 13,547 世帯（＋ 18）

（　　）は対前月増減
常住人口

令和４年８月１日現在

✿ 表　紙

　表紙は、７月 23 日～ 26 日に
真壁町真壁地区で開催された真
壁祇園祭で、３年振りに真壁の
伝統的な町並みで曳

ひ

かれた山
だ し

車
を撮影しました。
　鮮やかに飾り付けられた山車
は、桜川市の夏の１ページを彩
りました。
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